※提出の際、青字記載の注意事項については削除してください。	別紙様式１（第７条関係）

富山大学大学院博士・博士後期課程外国人留学生対象奨学金(TDGｓ)申請書
2026年10月入学/2027年４月入学対象
	提出日：　　　年　　月　　　日




私は、募集要項を熟読し、申請資格を有していることを確認の上、富山大学大学院博士・博士後期課程外国人留学生対象奨学金（TDGs）【2026年10月入学予定/2027年４月入学予定】に申請します。
※支援を希望する申請者本人以外の者が代筆した申請書は受け付けません。申請書は日本語もしくは英語で作成してください。
１.申請者情報
	（フリガナ）
氏名
	
	連絡先
	Email：※大学発行のものではないアドレスを記載
Tel：

	生年月日
	（西暦）　　　年　　　月　　　日
	国籍
	
	性別
	

	学　歴　等
(学部卒業から）
	1．（西暦）　　　年　　　月　　　大学　　　学部卒
2.（西暦）　 　 年　　　月　　　大学　　　研究科　　専攻 入学
3.（西暦）      年　　　月 修了（予定）
特記事項： 

	入学（予定）
研究科等
	1．入学(予定)年月：（西暦）　　　　年　　　　月
2．研究科(学環)・専攻・プログラム名：
　　　　　

	指導（予定）
教員職名・氏名
	

	研 究 題 目
	

	申請資格
の確認
★申請資格で不明点がある場合は、必ず国際課に確認してください
	☐ 私は、TDGs申請者は富山大学の大学院博士（後期）課程の入学試験に出願し合格する必要があることを理解しています。※この項目の□にチェックしていない申請者は選考対象とならない。
☐ 私は、日本学術振興会の特別研究員ではありません。
☐ 私は、国費外国人留学生制度による支援を受ける予定の留学生ではありません。
☐ 私は、本国からの支援を受ける予定の者ではありません。
☐ 私は、他の奨学金を受給予定ではありません。

	TDGｓ支給期間中の他の奨学金等の受給状況
	
TDGｓ支給期間中の他の奨学金の受給状況(申請時点)について、いずれかの□にチェックし、
必要事項を記入して下さい。
受給中・受給予定・申請中の場合は、申請前に必ず問合せ先(募集要項記載)に連絡すること。

☐ いずれの奨学金も受給及び申請していません。
☐ 以下の奨学金を・現在受給中/・受給することが決定/・申請中※不要な文字を削除
奨学金名称：
　            月額：　　　万円（期間(西暦)　　　年　　月　～　 　年　　月）



語学能力
TOEFL、IELTS、日本語能力検定試験を受験している者は、成績を記載し成績証明書を添付すること。
	言語
	成績

	English Language Proficiency（英語能力）
	TOEFL/TOEIC/IELTS etc. 
Scores（スコア）　　　　　　　　　

	Japanese Language Proficiency（日本語能力）
	JLPT etc. 
Grade, Scores (スコア) 　　　　　　　　




２.これまでの研究活動実績等（１ページ以内で作成すること。）

(1)学術雑誌等に発表した原著論文又は総説（IF値がある場合は、最新年のIF値を付記してください。
ＤＯＩナンバーまたはアクセプトを証明できるコピーを添付してください。）
全著者、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁-最終頁、発行年を記載してください。
(2)研究発表（国際学会、国内学会の別を明らかにしてください。）
全著者、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載してください。（発表予定のものは除く。）
(3)特許（これまで取得した特許番号または出願番号記載してください。）
	[bookmark: _Hlk160627885]【明朝体11ポイント(和文)またはTimes 11ポイント（英文)で作成】







[bookmark: _Hlk63334973]


３.研究計画（２ページ以内で作成すること。）
冒頭に研究計画の概要を簡潔にまとめて記述し、本文には次の項目ごとに、項目名を表示した後に説明を記述すること。本文に記述すべき項目は次の通りである：
(1)背景　研究の位置づけについて、当該分野の状況や課題の背景、並びに本研究計画の着想に至った経緯
(2)研究目的
(3)独自性　申請者独自のオリジナリティについて記述すること。所属予定の研究室あるいは専門分野の独自性は評価しない。
あくまで申請者自身が計画している研究について、期待される結果やインパクトを記述し、申請者自身が計画している研究と先行研究との比較を行うこと。
(4)研究計画　次の項目に分けて記入すること
①どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか具体的に記入。
②共同研究の場合には申請者が担当する部分を明らかにすること。
③研究計画の期間中に富山大学と異なる研究機関（外国の研究機関等を含む。）において研究を予定している場合は具体的に記入。適宜概念図を用いる等して、わかりやすく記入してください。
	〇概要（簡潔に）
【明朝体11ポイント(和文)またはTimes 11ポイント（英文)で作成】






	〇本文
【明朝体11ポイント(和文)またはTimes 11ポイント（英文)で作成】

























本文続き













































４. 博士課程進学の動機、博士課程での目標及び修了後のキャリアビジョン

	【明朝体11ポイント(和文)またはTimes 11ポイント（英文)で作成】
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